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医療と福祉の明日を
地域と共に創り出す
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病院理念

基本方針

親切で信頼される病院を目指します

■ 視点を患者さまに置く

■ 安全文化を醸成する

■ 回復期・慢性期病院として医療の質を高める

■ 医療連携を大切にする

■ 生涯学習に努める

■ 働きがいのある職場環境をつくる

めいわリハビリテーション病院の
コンセプト

海と甲子園の
間にある病院です

回復期リハビリテーション・慢性期・
腎透析の医療と訪問看護を担う施設です

理事長挨拶 山中  若樹医療法人 信和会  理事長
やまなか なおき

　日本は世界最速で超高齢化社会に突入しています。2023年の段階で65歳以

上が総人口の29％を超え、2025年には団塊世代がすべて75歳以上の後期高

齢者（old oldといいます）になります。そうかと思っていますと、さほど遠くない

2040年には団塊ジュニア（1971～1974年生まれ）がすべて65歳以上の前期高

齢者（young oldといいます）になります。近い将来、3分の1が高齢者で占めら

れることになります。重要なことはそのような社会情勢に対応できる医療・介護・福祉体制の構築です。

　戦前、川西航空機株式会社が経営していた4つの病院のひとつが「鳴尾病院」でしたが、戦後、1949年以降「明和

病院」に呼称変更し、鳴尾の地で「お産から看取り」までシームレスに地域医療に取り組んでまいりました。しかし、

今後の西宮市民の皆様のさらなる超高齢化を鑑みますと、慢性期医療を担う施設が益々必要になるとの判断で、

「めいわリハビリテーション病院」を開設しました。回復期リハビリテーション50床、地域包括ケア50床、療養53

床で構成される計153床の病院であります。コロナのような感染症患者さんも隔離療養できるように設計され

ています。

　特徴は腎透析が可能であることです。その他、在宅医療に向けての訪問看護室、保育所を併設していることです。

在宅医療に向けての橋渡しとなる医療施設です。主に急性期病院で治療を済ませた後のリハビリ、療養を目的

とする施設です。通常の一般外来は行っていませんが、自院から退院後の外来、超音波、CTなどの検査は依頼に

応じて行います。

　場所は甲子園球場の南方で阪神甲子園駅からも近く、お見舞いに来られるご家族にとってバスもあり、アクセス

上便利です。どうぞ有効にご活用お願い申し上げます。

　令和６年1月1日めいわリハビリテーション病院が開院いたしました。

　令和５年12月末に閉院となった療養型病院坂上田病院と明和病院の地域

包括ケア病棟、新たに急性期病棟から転換した回復期リハビリテーション病

棟の三種類の病棟合わせて153床からなる病院です。

　これから甲子園九番町の地で地域の医療介護を担う病院として亜急性期、回復期、療養を担当します。

　団塊の世代が後期高齢者を迎える今、慢性期の医療機関の果たす役割は非常に重要です。併設される訪問看

護ステーションと共に超高齢社会の中で皆さんの人生の最晩年を安心して過ごせる手助けとなる医療機関を目

指して行きます。

　病院の建物はできあがりました。しかし病院としてはこれからがスタートです。急性期を担う明和病院と共通

の病院理念“親切で信頼される病院”をしっかり作って10年後、20年後に地域で輝いている病院を目指します。

職員一同頑張って参りますので、皆様ご支援よろしくお願いいたします。

● つながる医療―地域につなげる
● 入院時からチームで支援　
● 最大限の機能回復を目指す
● 透析を継続しリハビリ・療養が可能
● 回復期・療養に特化した三つの
   病床を有する
● 潮騒の音を感じる静かな療養環境

地域の慢性期医療・介護を担う病院を
目指します

院長挨拶 早川  勇二めいわリハビリテーション病院  院長
はやかわ ゆうじ

１ ２



病院理念

基本方針

親切で信頼される病院を目指します

■ 視点を患者さまに置く

■ 安全文化を醸成する

■ 回復期・慢性期病院として医療の質を高める

■ 医療連携を大切にする

■ 生涯学習に努める

■ 働きがいのある職場環境をつくる

めいわリハビリテーション病院の
コンセプト

海と甲子園の
間にある病院です

回復期リハビリテーション・慢性期・
腎透析の医療と訪問看護を担う施設です

理事長挨拶 山中  若樹医療法人 信和会  理事長
やまなか なおき

　日本は世界最速で超高齢化社会に突入しています。2023年の段階で65歳以

上が総人口の29％を超え、2025年には団塊世代がすべて75歳以上の後期高

齢者（old oldといいます）になります。そうかと思っていますと、さほど遠くない

2040年には団塊ジュニア（1971～1974年生まれ）がすべて65歳以上の前期高

齢者（young oldといいます）になります。近い将来、3分の1が高齢者で占めら

れることになります。重要なことはそのような社会情勢に対応できる医療・介護・福祉体制の構築です。

　戦前、川西航空機株式会社が経営していた4つの病院のひとつが「鳴尾病院」でしたが、戦後、1949年以降「明和

病院」に呼称変更し、鳴尾の地で「お産から看取り」までシームレスに地域医療に取り組んでまいりました。しかし、

今後の西宮市民の皆様のさらなる超高齢化を鑑みますと、慢性期医療を担う施設が益々必要になるとの判断で、

「めいわリハビリテーション病院」を開設しました。回復期リハビリテーション50床、地域包括ケア50床、療養53

床で構成される計153床の病院であります。コロナのような感染症患者さんも隔離療養できるように設計され

ています。

　特徴は腎透析が可能であることです。その他、在宅医療に向けての訪問看護室、保育所を併設していることです。

在宅医療に向けての橋渡しとなる医療施設です。主に急性期病院で治療を済ませた後のリハビリ、療養を目的

とする施設です。通常の一般外来は行っていませんが、自院から退院後の外来、超音波、CTなどの検査は依頼に

応じて行います。

　場所は甲子園球場の南方で阪神甲子園駅からも近く、お見舞いに来られるご家族にとってバスもあり、アクセス

上便利です。どうぞ有効にご活用お願い申し上げます。

　令和６年1月1日めいわリハビリテーション病院が開院いたしました。

　令和５年12月末に閉院となった療養型病院坂上田病院と明和病院の地域

包括ケア病棟、新たに急性期病棟から転換した回復期リハビリテーション病

棟の三種類の病棟合わせて153床からなる病院です。

　これから甲子園九番町の地で地域の医療介護を担う病院として亜急性期、回復期、療養を担当します。

　団塊の世代が後期高齢者を迎える今、慢性期の医療機関の果たす役割は非常に重要です。併設される訪問看

護ステーションと共に超高齢社会の中で皆さんの人生の最晩年を安心して過ごせる手助けとなる医療機関を目

指して行きます。

　病院の建物はできあがりました。しかし病院としてはこれからがスタートです。急性期を担う明和病院と共通

の病院理念“親切で信頼される病院”をしっかり作って10年後、20年後に地域で輝いている病院を目指します。

職員一同頑張って参りますので、皆様ご支援よろしくお願いいたします。

● つながる医療―地域につなげる
● 入院時からチームで支援　
● 最大限の機能回復を目指す
● 透析を継続しリハビリ・療養が可能
● 回復期・療養に特化した三つの
   病床を有する
● 潮騒の音を感じる静かな療養環境

地域の慢性期医療・介護を担う病院を
目指します

院長挨拶 早川  勇二めいわリハビリテーション病院  院長
はやかわ ゆうじ

１ ２



病室
301～3203F

回復期
リハビリテーション
病棟（50床）

病室
201～2202F

地域包括ケア病棟
（50床）

1F
管理施設／
訪問看護センター明和

病室
401～4174F

療養病棟（53床）

30
1

30
2

30
3

30
4

言語
聴覚
室1

言語
聴覚
室2

リハ
ビリ
テー
ショ
ン

スタ
ッフ
室

31
831
731
631
531
431
3

31
2

31
131
030
9

30
8

30
7

30
6

30
5

32
0

31
9

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室

スタ
ッフ

ステ
ーシ
ョン

カン
ファ
レン
ス室

観
察
室

40
1

514

204

41
4

40
3

40
4

40
5

40
640
740
8 41
741
6

41
3

41
2

41
1

41
0

40
9

スタ
ッフ

ステ
ーシ
ョン

カン
ファ
レン
ス室

観
察
室

20
1

21
821
721
621
521
421
3

21
2

21
1

透
析
室

X線
室

検査待合

CT
室

透
析
個
室

22
0

カン
ファ
レン
ス室

21
9

観
察
室

スタ
ッフ

ステ
ーシ
ョン

20
2

20
3

20
4

20
5

20
6

20
720
8

ステ
ーシ
ョン

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

薬
剤
室

保
育
室

救
急
室

受
付

訪
問
看
護

セ
ン
タ
ー
明
和

居
宅
介
護
支
援

事
務
所

３ ４

2F  透析室

1F  ロビー

4F  デイルーム

フロアマップ

ワンルームマンションを想定し、
生活訓練を行う部屋です。
布団を敷くことや洗濯もできるよう
工夫しています。
キッチンやトイレもあり、
生活に特化した訓練室となります。

4F  ADL室

採光を考え、窓を広くしています。
天井走行リフトも設置し、安全かつ最適な訓練を選び
実施することができるような環境としています。

3F  リハビリテーション室
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回復期リハビリテーション病棟

地域包括ケア病棟

療養病棟

訪問看護センター明和

個　室 総室(4床)

ご入院のお手続きは、お電話でご相談いただいた
後に、診療情報提供書等の情報を確認いたします。

お電話によるお問い合わせ

結果についてのご連絡

入院判定会議

ご紹介・お手続きなどご不明な点等ございましたら、
お気軽にご連絡ください。

0798-61-3223（地域連携）

その後、入院判定会議にてご入院の適否を
検討のうえ、結果をご連絡いたします。

※場合によって事後訪問やご家族との入院前面談を実施いたします。

診療情報提供書・看護サマリー・採血データ等による情報確認
※場合によって事後訪問やご家族との入院前面談を実施

５ ６

　日常的に医療ケアが必要であり、病状は比較的安定した方が入院さ
れています。長期入院していると、院内感染や誤嚥性肺炎などを起こし
やすくなりますので日々の観察から異常の早期発見に努めます。
　褥瘡や皮膚の創傷がある患者さんや便秘の患者さんも多く、感染対
策や皮膚処置、排便コントロールなども行います。また、在宅復帰へ向け
てのリハビリや体調管理のための与薬、呼吸管理も適切に行います。

　脳血管疾患・骨折などを発症後、回復期の患者さんや手術後の患者さ
んに対し、専門的リハビリを集中して行い早期の自宅復帰・社会復帰を
目的としての治療・入院を提供しています。
　「日々の入院生活もリハビリ訓練の一環」とする回復期リハビリテー
ションの特性上、日常生活を患者さんが自力で行えるよう介助・ケアを
行います。患者さんの療養上のサポートや精神面のケアも実施します。

　明和病院に隣接していた訪問看護センターをめいわリハビリテーション病院内
に移設しました。ご自宅に戻られた後もより良い医療や介護が継続されるよう看
護師・ケアマネージャー・リハビリスタッフが一丸となってサポートします。利用者
様が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられることを最優先に、地域の医療機
関や介護機関と連携しながら24時間体制で対応します。

入院の流れ入院の流れ
　急性期治療を終了した後、治療に伴う体力の衰えなどADL
の低下した患者さんや、ケア依存度の高い患者さんを急性期の
病院や他施設から受け入れています。
　医療依存度の高い在宅療養を行っている患者さんのレスパ
イト入院(一時的入院)も行っています。高齢化社会が進む中、
健康に不安を抱える患者さんが安心して暮らしていけるよう、

医師・看護師・理学療法士・社会福祉士・介護福祉士などが連携を取りながら支援しています。また、２Ｆフ
ロアには病室のほかに、入院しながら透析も可能な透析室(５床)やX線・CT室も完備しています。



回復期リハビリテーション病棟

地域包括ケア病棟

療養病棟

訪問看護センター明和

個　室 総室(4床)

ご入院のお手続きは、お電話でご相談いただいた
後に、診療情報提供書等の情報を確認いたします。

お電話によるお問い合わせ

結果についてのご連絡

入院判定会議

ご紹介・お手続きなどご不明な点等ございましたら、
お気軽にご連絡ください。

0798-61-3223（地域連携）

その後、入院判定会議にてご入院の適否を
検討のうえ、結果をご連絡いたします。

※場合によって事後訪問やご家族との入院前面談を実施いたします。

診療情報提供書・看護サマリー・採血データ等による情報確認
※場合によって事後訪問やご家族との入院前面談を実施

５ ６

　日常的に医療ケアが必要であり、病状は比較的安定した方が入院さ
れています。長期入院していると、院内感染や誤嚥性肺炎などを起こし
やすくなりますので日々の観察から異常の早期発見に努めます。
　褥瘡や皮膚の創傷がある患者さんや便秘の患者さんも多く、感染対
策や皮膚処置、排便コントロールなども行います。また、在宅復帰へ向け
てのリハビリや体調管理のための与薬、呼吸管理も適切に行います。

　脳血管疾患・骨折などを発症後、回復期の患者さんや手術後の患者さ
んに対し、専門的リハビリを集中して行い早期の自宅復帰・社会復帰を
目的としての治療・入院を提供しています。
　「日々の入院生活もリハビリ訓練の一環」とする回復期リハビリテー
ションの特性上、日常生活を患者さんが自力で行えるよう介助・ケアを
行います。患者さんの療養上のサポートや精神面のケアも実施します。

　明和病院に隣接していた訪問看護センターをめいわリハビリテーション病院内
に移設しました。ご自宅に戻られた後もより良い医療や介護が継続されるよう看
護師・ケアマネージャー・リハビリスタッフが一丸となってサポートします。利用者
様が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられることを最優先に、地域の医療機
関や介護機関と連携しながら24時間体制で対応します。

入院の流れ入院の流れ
　急性期治療を終了した後、治療に伴う体力の衰えなどADL
の低下した患者さんや、ケア依存度の高い患者さんを急性期の
病院や他施設から受け入れています。
　医療依存度の高い在宅療養を行っている患者さんのレスパ
イト入院(一時的入院)も行っています。高齢化社会が進む中、
健康に不安を抱える患者さんが安心して暮らしていけるよう、

医師・看護師・理学療法士・社会福祉士・介護福祉士などが連携を取りながら支援しています。また、２Ｆフ
ロアには病室のほかに、入院しながら透析も可能な透析室(５床)やX線・CT室も完備しています。



■内科 ■消化器内科 ■循環器内科 ■血液内科 ■糖尿病・内分泌内科

■腫瘍内科 ■腎臓内科 ■人工透析内科 ■呼吸器内科 ■外科

■消化器外科 ■乳腺・内分泌外科 ■呼吸器外科 ■ペインクリニック外科

■小児外科 ■整形外科 ■リハビリテーション科 ■皮膚科 ■形成外科

■泌尿器科 ■小児科 ■耳鼻いんこう科 ■眼科 ■産婦人科 ■放射線科

■麻酔科 ■臨床検査科 ■病理診断科 ■救急科 ■歯科 ■歯科口腔外科　

■明和キャンサークリニック
〒663-8186 兵庫県西宮市上鳴尾町3-39
TEL：0798-81-4552（代表）　FAX：0798-81-4562
放射線治療科／PET・シンチセンター

■総合健診センター
〒663-8186 兵庫県西宮市上鳴尾町4-31（明和病院内）
TEL：0798-42-3931　FAX：0798-42-3950

■エレガーノ西宮・めいわクリニック
兵庫県西宮市津門大塚町11-58（エレガーノ西宮内）
TEL：0798-35-1170　FAX：0798-35-1179

■明和病院

医療法人 信和会

〒663-8186  兵庫県西宮市上鳴尾町4-31
TEL：0798-47-1767（代表）　FAX：0798-47-7613
■257床（一般病床）
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電車でお越しの方
阪神電鉄
甲子園駅から徒歩 約15分

バスでお越しの方
阪神バス
浜甲子園停留所から徒歩１分

お車でお越しの方
国道43号線より甲子園筋に
入り、南へ約５分

2025.1

〒663-8179 兵庫県西宮市甲子園九番町15番22号　TEL：0798-61-1155（代表）
https://www.meiwa-hospital.com/reha-hosp/

医療法人 信和会

めいわリハビリテーション病院

医療法人 信和会

病院案内

めいわ
リハビリテーション
病院

医療と福祉の明日を
地域と共に創り出す

We Create      For the Community


